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■

る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
昇
給
し
な

い
場
合
も
出
て
く
る
。

Ｑ　

国
の
給
与
構
造
改
革
に
よ
る
当

市
の
給
与
改
定
は
、
こ
れ
で
終
了
す

る
の
か
。

Ａ　

こ
れ
で
終
了
す
る
と
思
わ
れ
る
。

◆
消
防
賞
じ
�
つ
金
及
び
殉
職
者
特

別
賞
じ
�
つ
金
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

賞
じ
ゅ
つ
金
の
支
給
実
績
は
。

ま
た
、
精
神
等
に
障
害
を
負
っ
た
場

合
も
支
給
対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ　

他
市
に
お
い
て
殉
職
者
特
別
賞

じ
ゅ
つ
金
を
支
給
し
た
例
が
あ
る
。

ま
た
、
精
神
等
に
障
害
を
負
っ
た
場

合
も
支
給
対
象
に
な
る
。

◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳　

入

Ｑ　

特
別
交
付
税
が
交
付
さ
れ
る
特

殊
財
政
事
情
と
は
。
ま
た
、
今
回
増

額
さ
れ
た
理
由
は
。

Ａ　

特
殊
財
政
事
情
に
は
、
市
町
村

合
併
や
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
の

状
況
が
該
当
す
る
。
ま
た
、
今
回
の

増
額
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
交
付

税
額
が
国
の
予
想
を
下
回
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

歳　

出

Ｑ　

生
活
保
護
費
の
生
活
扶
助
、
医

療
扶
助
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
保
護
人
数
は
。

Ａ　

平
成
18
年
12
月
末
現
在
１
１
６

Ａ　

平
成
18
年
度
で
１
０
３
・
２
で

あ
る
が
、
今
後
４
、
５
年
で
１
０
０

を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ　

災
害
派
遣
手
当
及
び
武
力
攻
撃

災
害
等
派
遣
手
当
の
内
容
は
。

Ａ　

災
害
時
に
他
自
治
体
か
ら
当
市

に
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
宿
泊
し
た
場

合
に
支
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

地
域
手
当
増
額
に
伴
う
職
員
一

人
当
た
り
の
影
響
額
と
給
与
改
定
に

つ
い
て
の
職
員
組
合
と
の
協
議
は
。

Ａ　

影
響
額
は
年
間
26
万
円
と
試
算

し
て
い
る
。
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、

既
に
職
員
組
合
と
妥
結
し
て
い
る
。

Ｑ　

職
員
給
与
は
、
こ
の
先
５
年
程

度
で
ど
う
な
る
の
か
。
地
域
手
当
が

上
が
る
こ
と
で
給
与
額
が
上
が
る
こ

と
も
あ
る
の
か
。

Ａ　

地
域
手
当
に
限
れ
ば
支
給
額
は

上
が
る
が
、
給
料
額
と
し
て
は
下
が

４
人
で
、
対
前
年
比
18
人
減
に
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　

平
成
18
年
度
の
基
金
繰
入
額
は
。

Ａ　

繰
入
額
（
取
り
崩
し
額
）
は
約

28
億
９
４
３
３
万
円
で
あ
る
が
、
そ

の
反
面
、
約
44
億
８
０
９
８
万
円
を

積
み
立
て
て
い
る
。

Ｑ　

道
路
用
地
取
得
費
の
増
額
に
伴

う
道
路
改
良
予
定
は
。
ま
た
、
緑
地

保
全
管
理
費
の
減
額
理
由
は
。

Ａ　

道
路
用
地
取
得
費
で
は
柏
原
小

学
校
付
近
の
歩
道
拡
幅
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
緑
地
保
全
管
理
費
は
、

く
ぬ
ぎ
山
地
区
公
有
地
化
の
区
域
決

定
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
減
額
す
る

も
の
で
あ
る
。

◆
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
税
収
入
の
減
額

理
由
は
。

Ａ　

経
済
状
況
に
伴
う
所
得
の
伸
び

悩
み
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ　

公
的
年
金
の
控
除
額
引
き
下
げ

で
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
が
高
く

な
っ
て
も
、
保
険
税
収
入
が
減
額
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

年
金
控
除
額
が
引
き
下
げ
に
な

っ
て
も
、
激
変
緩
和
措
置
が
設
け
ら

れ
保
険
料
は
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
も
保
険
税
収
入
が
減
額
し
た

要
因
に
な
っ
て
い
る
。

◆
平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算

歳　

入

Ｑ　

国
税
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
税

（
住
民
税
）
へ
の
税
源
移
譲
及
び
住

民
税
の
定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
増
収

見
込
額
は
。
ま
た
、
法
人
市
民
税
の

法
人
税
割
の
税
率
が
13
・
５
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
法
人
数
と
金
額
は
。

Ａ　

税
源
移
譲
で
約
12
億
円
、
定
率

減
税
廃
止
で
約
４
億
円
の
増
収
を
見

込
ん
で
い
る
。
法
人
市
民
税
に
つ
い

て
は
、
平
成
17
年
度
決
算
か
ら
資
本

金
等
が
10
億
円
を
超
え
る
法
人
は
２

１
０
社
、
法
人
税
額
が
１
千
万
円
を

超
え
る
法
人
は
89
社
を
見
込
み
、
増

収
額
と
し
て
は
約
２
億
８
０
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
分
手
数

料
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
額
は
。

Ａ　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、

◆
一
般
職
の
職
員
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

Ｑ　

市
職
員
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

（
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
１
０

０
と
し
た
場
合
の
指
数
）
が
１
０
０

を
下
回
る
見
通
し
は
。

基　金　現　在　高
平成 19 年 3 月末現在高見込

基　金　名 現在高（単位：千円）

財 政 調 整 基 金 2,665,900

公 共 施 設 整 備 基 金 23,955

教 育 施 設 整 備 基 金 415,501

社 会 福 祉 事 業 基 金 79,614

都 市 基 盤 整 備 基 金 3,542,305

美 術 品 等 取 得 基 金 190,502

み ど り の 基 金 562,694

文化及び産業功労者等奨励基金 69,525

環 境 保 全 創 造 基 金 99,232

　

今
期
定
例
会
で
は
平
成
19
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
を
含
む
市
長

提
出
議
案
32
件
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
、
一
般
質
問
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

３

月

定

例

会

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

19
年
度
当
初
予
算
を
可
決

　

総
額
４
３
２
億
円 

前
年
度
比
０
・
５
％
増

（ 2 ）
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１
５
０
０
万
円
増
額
に
な
っ
て
い

る
。

Ｑ　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
分
手
数

料
引
き
上
げ
の
際
、
約
２
２
０
０
万

円
の
増
収
が
見
込
め
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
そ
れ
が
約
１
５
０
０
万
円

に
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

引
き
上
げ
の
際
の
見
込
額
は
、

平
成
16
年
度
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物

排
出
量
で
試
算
し
た
の
に
対
し
、
予

算
額
は
近
年
の
排
出
量
減
少
傾
向
を

踏
ま
え
た
上
で
算
出
し
た
た
め
で
あ

る
。

Ｑ　

国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村

助
成
交
付
金
（
基
地
交
付
金
）
の
対

象
資
産
の
固
定
資
産
税
相
当
額
は
。

Ａ　

約
22
億
７
７
６
７
万
円
で
あ
り
、

交
付
額
と
の
差
は
約
17
億
２
６
７
２

万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

職
員
か
ら
の
駐
車
場
使
用
料
収

入
を
前
年
度
比
で
減
額
し
た
理
由
は
。

Ａ　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
駐
車
台

数
は
増
え
た
も
の
の
、
使
用
料
を
高

く
設
定
し
て
い
る
市
街
化
区
域
内
の

駐
車
台
数
が
減
っ
た
た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴

う
国
、
県
の
負
担
額
と
市
負
担
額
へ

の
補
助
は
。

Ａ　

国
、
県
の
負
担
額
は
、
平
成
18

年
度
比
で
総
額
約
１
億
５
０
０
万
円

の
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
市
の

負
担
割
合
は
４
分
の
１
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
市
独
自
で
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
。

Ｑ　

児
童
手
当
の
支
給
月
額
が
、
３

歳
未
満
は
第
１
子
、
第
２
子
に
つ
い

て
も
５
０
０
０
円
か
ら
１
万
円
に
増

額
に
な
る
が
、
国
、
県
の
負
担
割
合

と
増
額
対
象
に
な
る
子
供
の
人
数
は
。

Ａ　

被
用
者
分
は
国
が
10
分
の
８
、

県
が
10
分
の
１
、
非
被
用
者
分
は
国
、

県
と
も
３
分
の
１
で
あ
る
。
増
額
に

な
る
子
供
の
人
数
は
２
５
２
５
人
と

見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

費
補
助
金
を
前
年
度
比
で
減
額
し
た

理
由
は
。

Ａ　

制
度
変
更
に
よ
り
、
下
草
狩
り

等
を
し
た
森
林
整
備
面
積
か
ら
補
助

金
額
が
算
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

道
路
敷
、
水
路
敷
の
処
分
実
績

と
今
後
の
処
分
予
定
は
。

Ａ　

処
分
実
績
は
道
路
敷
が
約
２
２

９
０
㎡
で
約
６
４
５
７
万
円
、
水
路

敷
が
約
５
３
４
５
㎡
で
約
２
億
３
５

２
３
万
円
で
あ
る
。
平
成
19
年
度
の

道
路
敷
、
水
路
敷
処
分
は
入
間
川
地

区
の
約
１
４
０
０
㎡
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
後
、
入
間
、
堀
兼
地
区
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
（
旧
入
間

川
小
学
校
跡
地
）
の
予
定
売
払
面
積

と
収
入
額
は
。

Ａ　

新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
は
売
払
面

積
４
３
８
０
㎡
で
売
払
額
14
億
円
と

見
込
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
平
成
19

年
度
の
売
払
収
入
を
８
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。

歳　

出

総　

務

Ｑ　

市
長
退
職
金
、
特
別
職
給
与
額

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　

市
長
退
職
金
に
つ
い
て
は
、
職

責
を
ま
っ
と
う
し
よ
う
と
し
て
い
る

中
で
考
え
た
こ
と
が
な
い
。
特
別
職

給
与
額
に
つ
い
て
は
、
総
体
的
に
考

え
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

Ｑ　

電
子
入
札
、
電
子
申
請
の
現
状

と
今
後
の
方
針
は
。

Ａ　

電
子
入
札
は
既
に
３
件
行
っ
て

い
る
が
、
更
な
る
移
行
を
推
進
す
る

た
め
、
市
内
業
者
の
電
子
認
証
取
得

を
促
進
し
て
い
く
。
電
子
申
請
の
利

用
状
況
は
近
隣
市
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

Ｑ　

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
見
直
し

の
検
討
状
況
は
。
ま
た
、
市
民
会
館

の
自
主
事
業
委
託
料
１
７
０
万
円
は

額
と
し
て
少
な
い
の
で
は
。
平
成
19

年
度
の
予
定
事
業
は
。

Ａ　

循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
市
民
会
館
の
自
主
事
業
に
つ
い

て
は
、
文
化
団
体
連
合
会
等
と
の
共

催
事
業
を
開
催
し
た
い
。
平
成
19
年

度
は
落
語
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
子
供

向
け
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整
備

事
業
費
補
助
金
交
付
に
関
す
る
県
の

動
向
と
市
内
自
治
会
か
ら
の
要
望
は
。

Ａ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整
備

事
業
費
補
助
金
の
補
助
率
は
県
が
３

分
の
１
と
な
っ
て
お
り
、
自
治
会
か

ら
は
集
会
所
の
床
張
り
替
え
、
ト
イ

レ
改
修
等
の
要
望
が
出
て
い
る
。

Ｑ　

消
費
生
活
相
談
の
最
近
の
内
容

的
特
徴
は
。

Ａ　

請
求
書
が
突
然
送
ら
れ
て
き
て
、

支
払
い
を
催
促
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

道
路
照
明
灯
管
理
調
査
の
内
容

は
。

Ａ　

古
い
照
明
灯
か
ら
約
２
０
０
基

を
対
象
に
調
査
し
て
い
く
。

Ｑ　

市
民
会
館
の
機
械
設
備
改
修
工

事
設
計
変
更
委
託
の
内
容
と
工
事
の

実
施
年
度
は
。
ま
た
、
そ
の
工
事
に

合
わ
せ
、
会
館
内
の
ほ
か
の
改
修
工

事
を
実
施
す
る
考
え
は
。

Ａ　

冷
暖
房
装
置
の
老
朽
化
に
伴
い
、

設
計
変
更
調
査
を
実
施
す
る
も
の
で
、

工
事
は
平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
い

と
考
え
る
。
ほ
か
の
改
修
工
事
実
施

に
つ
い
て
は
財
政
状
況
等
か
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

同
和
対
策
事
業
は
今
後
も
継
続

し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

同
和
問
題
解
消
に
向
け
、
継
続

し
て
い
く
。

Ｑ　

選
挙
事
務
の
経
費
削
減
の
た
め
、

開
票
作
業
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る

手
立
て
は
。

Ａ　

開
票
台
の
高
さ
を
上
げ
、
作
業

効
率
を
上
げ
た
い
。

Ｑ　

選
挙
事
務
で
人
材
派
遣
の
活
用

を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

人
材
派
遣
を
活
用
し
、
各
投
票

所
に
１
人
の
投
票
事
務
補
助
員
を
配

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

選
挙
事
務
で
活
用
す
る
人
材
派

遣
の
合
計
人
数
と
経
費
削
減
額
は
。

ま
た
、
今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ　

合
計
31
人
で
、
選
挙
１
回
当
た

り
約
80
万
円
の
削
減
効
果
を
見
込
ん

で
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
４
月

の
統
一
地
方
選
で
の
効
果
を
踏
ま
え

て
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

税
総
合
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

人
件
費
削
減
へ
の
見
通
し
と
個
人
情

報
保
護
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、
狭
山

台
出
張
所
を
狭
山
台
公
民
館
内
に
移

転
す
る
こ
と
で
の
財
政
的
効
果
は
。

Ａ　

税
総
合
シ
ス
テ
ム
導
入
は
人
件

（ 3 ）
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化
計
画
は
８
カ
年
計
画
で
、
平
成
19

年
度
は
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ヤ
修
繕
費
な

ど
５
７
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
収
集
、
処
理
単
価
は
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売
り
払
い
は
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
経
費
削
減
の
た

め
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
同
時
収
集
に
つ
い
て
の
検

討
は
。

Ａ　

１
㎏
当
た
り
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
が
約
58
円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

約
73
円
で
あ
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

売
り
払
い
は
平
成
19
年
度
予
算
で
は

１
㎏
20
円
で
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

同
時
収
集
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
分

別
収
集
を
市
内
全
域
に
拡
大
後
、
検

討
し
た
い
。

商
工
・
労
働

Ｑ　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
智
光

山
荘
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
の

状
況
は
。

Ａ　

両
施
設
と
も
利
用
人
数
、
利
用

料
収
入
と
も
増
え
て
お
り
、
市
と
し

て
も
管
理
状
況
を
毎
月
点
検
し
て
い

る
。

Ｑ　

狭
山
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
補
助
金
を
前
年
度
比
で
減

額
し
た
理
由
は
。

Ａ　

セ
ン
タ
ー
の
自
立
に
向
け
、
国

の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。

Ｑ　

川
越
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社

ト
か
ら
も
良
好
な
結
果
が
出
て
お
り
、

導
入
効
果
は
現
れ
て
い
る
。

Ｑ　

生
活
保
護
費
の
母
子
加
算
が
段

階
的
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
影
響
を

受
け
る
人
数
は
。

Ａ　

平
成
19
年
度
は
母
子
世
帯
数
を

１
０
５
世
帯
と
想
定
し
、
小
学
生
93

人
、
中
学
生
58
人
、
高
校
生
33
人
と

見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

サ
ピ
オ
稲
荷
山
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
後
の
状
況
と
プ
ー
ル
の
点

検
は
。
ま
た
、
診
療
報
酬
改
正
で
医

療
費
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

保
健
事
業
に
お
け
る
予
算
的
効
果
は
。

Ａ　

サ
ピ
オ
稲
荷
山
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
、
利
用
料
収
入
と
も
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
評
価
で
き
、
施
設
点

検
も
随
時
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保

健
事
業
予
算
は
診
療
報
酬
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
て
も
、
基
本
健
康
診
査
等

の
対
象
者
で
あ
る
65
歳
以
上
の
方
が

増
え
て
い
る
た
め
増
額
に
な
っ
て
い

る
。

環　

境

Ｑ　

び
ん
、
缶
収
集
方
法
の
変
更
に

よ
る
財
政
的
効
果
と
市
民
へ
の
周
知

は
。
ま
た
、
第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
の

施
設
延
命
化
計
画
と
は
。

Ａ　

平
成
19
年
７
月
か
ら
び
ん
、
缶

の
収
集
方
法
を
袋
混
合
収
集
に
変
更

す
る
こ
と
で
、
７
１
０
０
万
円
の
削

減
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
周
知
は
広

報
等
で
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
延
命

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
出
資
金
、

借
入
金
及
び
経
営
状
況
は
。

Ａ　

出
資
金
額
は
13
億
２
６
８
０
万

円
、
借
入
金
額
は
25
億
６
０
０
０
万

円
余
り
、
経
営
状
況
と
し
て
は
年
間

平
均
で
５
億
５
千
万
円
前
後
の
営
業

収
益
を
上
げ
て
い
る
。

Ｑ　

川
越
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社

の
経
営
状
況
や
新
た
な
出
資
に
対
し

て
の
市
長
の
考
え
は
。
ま
た
、
社
長

交
代
と
い
う
話
も
聞
く
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　

経
営
状
況
は
安
定
に
向
い
て
い

る
と
考
え
る
。
新
た
な
出
資
は
現
時

点
で
は
予
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

社
長
は
現
在
、
川
越
市
長
が
務
め
て

い
る
が
、
今
後
、
常
勤
で
き
る
方
が

就
任
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

Ｑ　

企
業
案
内
誌
製
作
の
目
的
、
内

容
、
今
後
の
発
行
予
定
は
。
ま
た
、

若
い
人
に
市
内
企
業
の
存
在
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
高
校
、
大
学
に
案

内
誌
を
配
布
す
る
考
え
は
。

Ａ　

市
内
企
業
の
Ｐ
Ｒ
、
雇
用
対
策

を
目
的
と
し
、
企
業
が
持
つ
技
術
、

情
報
を
掲
載
す
る
。
今
後
も
何
年
か

後
に
発
行
し
た
い
。
ま
た
、
市
内
外

の
企
業
、
団
体
の
ほ
か
、
大
学
、
高

校
に
も
配
布
し
た
い
。

Ｑ　

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
で
予
定
す
る
補
助
件
数
と
対
象
工

事
費
は
。

Ａ　

平
成
17
年
度
実
績
で
は
補
助
件

数
30
件
に
対
し
、
対
象
工
事
費
は
約

Ｑ　

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
金

の
条
件
と
貸
付
限
度
額
は
。

Ａ　

条
件
と
し
て
は
市
内
に
引
き
続

き
１
年
以
上
居
住
し
、
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
貸
付
限

度
額
は
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

社
会
福
祉
協
議
会
と
福
祉
公
社

の
統
合
に
よ
る
財
政
的
効
果
は
。

Ａ　

約
４
３
０
万
円
の
削
減
が
見
込

め
る
。

Ｑ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
後
の
状
況
と
浴
室
の

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
等
の
検
査
は
。

Ａ　

指
定
管
理
者
が
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌

検
査
も
含
め
安
全
面
に
配
慮
し
て
お

り
、
市
と
し
て
も
評
価
し
て
い
る
。

Ｑ　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴

う
新
た
な
事
業
は
。

Ａ　

相
談
支
援
事
業
な
ど
を
展
開
し

て
い
く
。

Ｑ　

社
会
福
祉
施
設
整
備
費
補
助
金

の
内
容
は
。

Ａ　

法
人
が
小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

高
齢
者
等
へ
の
在
宅
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
委
託
料
が
前
年
度
比
で
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
需
要
に
対
し

十
分
な
の
か
。

Ａ　

委
託
料
減
額
は
、
民
間
配
食
サ

ー
ビ
ス
参
入
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
、

配
達
料
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

第
二
、
第
三
児
童
館
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
後
の
状
況
は
。

Ａ　

利
用
者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

費
削
減
が
目
的
で
は
な
く
、
事
務
処

理
時
間
を
短
縮
し
、
収
納
業
務
に
時

間
を
費
や
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
万
全
を
期
し
て
い
く
。
ま
た
、
狭

山
台
出
張
所
の
移
転
で
出
張
所
施
設

の
借
上
料
年
間
約
１
０
３
万
円
を
削

減
で
き
る
。

福　

祉

Ｑ　

後
期
高
齢
者
医
療
電
算
シ
ス
テ

ム
開
発
等
に
係
る
国
か
ら
の
補
助
金

額
は
。
ま
た
、
そ
れ
が
予
算
書
に
見

当
た
ら
な
い
理
由
は
。

Ａ　

現
時
点
で
正
式
通
知
が
な
い
た

め
、
交
付
基
準
案
で
試
算
す
る
と
国

か
ら
の
補
助
金
額
は
約
７
７
０
万
円

に
な
る
が
、
額
が
確
定
し
た
時
点
に

お
い
て
補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

扶助費に係る財源別事業（福祉部所管）

区　　分 事 業 数 金額（単位 : 千円）

市 単 独 事 業 44 356,343

県 補 助 事 業 16 785,269

国 庫 補 助 事 業 15 2,485,632

国、県補助事業 36 2,801,067

県 負 担 事 業 1 91

国 庫 負 担 事 業 2 12,928

合　　計 114 6,441,330

※扶助費とは、生活保護等の社会保障制度の一環とし
て支出される経費のこと。
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６
６
９
８
万
円
で
あ
っ
た
。
平
成
19

年
度
は
予
算
額
増
額
に
よ
り
、
50
件

程
度
の
補
助
件
数
を
見
込
ん
で
い
る
。

建　

設

Ｑ　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
今

後
の
予
定
は
。

Ａ　

広
瀬
地
域
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

住
居
表
示
の
今
後
の
計
画
は
。

Ａ　

住
居
表
示
整
備
審
議
会
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

消　

防

Ｑ　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
更
新
予
定
と
今
後
の
更

新
時
期
の
目
安
は
。

Ａ　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
３
台
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
柏
原
地
区
消
防

団
の
車
両
を
更
新
予
定
で
あ
り
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
は
20
年
を
目
安
に
更

新
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

地
域
防
災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
無

線
に
移
行
す
る
目
的
は
。

Ａ　

音
声
だ
け
で
な
く
、
文
字
等
も

送
受
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
で
あ
る
。

教　

育

Ｑ　

学
校
図
書
館
に
お
け
る
図
書
台

帳
の
整
備
状
況
と
教
育
委
員
会
と
し

て
の
対
応
は
。

Ａ　

各
学
校
と
も
図
書
台
帳
を
整
備

し
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
適
性
に
管
理
す
る
よ
う
指
導
し
て

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
（
田
嶋　

茂　

氏
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
磯
部
静
夫　

氏
）

◆
特
別
職
で
非
常
勤
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
市
議
会
等
の
請
求
に
よ
っ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
実
費
弁
償
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
建
築
基
準
法
関
係
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

◆
上
広
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
公
の
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
議
（
追
加
施
設
・
鵜
ノ
木
運
動
公

園
）

◆
平
成
18
年
度
特
別
会
計
等
補
正
予
算
（
下
水
道
事
業
／
上
広
瀬
土
地
区

画
整
理
事
業
／
狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
／
介
護
保
険
／
水
道

事
業
）

◆
平
成
19
年
度
特
別
会
計
等
予
算
（
国
民
健
康
保
険
／
下
水
道
事
業
／
老

人
保
健
／
上
広
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
／
狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理

事
業
／
介
護
保
険
／
水
道
事
業
）

◆
市
道
路
線
の
認
定
（
２
件
）
、
廃
止
（
１
件
）

そ
の
ほ
か
の
主
な
議
案

い
く
。

Ｑ　

幼
稚
園
施
設
経
年
調
査
の
内
容

と
調
査
結
果
の
活
用
方
法
は
。

Ａ　

耐
震
改
修
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
２
階
建
て
建
築
物
の
幼

稚
園
も
適
用
に
な
っ
た
た
め
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
強
度
試
験
等
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
統
廃
合
の
問
題
と
も
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

地
域
子
ど
も
教
室
の
実
施
地
区

を
３
地
区
か
ら
増
や
す
予
定
は
。
国

の
補
助
事
業
で
あ
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
へ
の
移
行
見
通
し
は
。

Ａ　

地
域
子
ど
も
教
室
を
ほ
か
の
地

区
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ
の

移
行
は
現
状
で
は
活
動
日
数
の
関
係

で
難
し
い
が
、
条
件
が
整
い
次
第
移

行
し
た
い
。

Ｑ　

公
民
館
費
に
地
域
づ
く
り
講
師

等
謝
礼
金
を
新
設
し
た
理
由
と
予
定

事
業
は
。
ま
た
、
図
書
館
に
設
置
さ

れ
る
情
報
検
索
用
の
パ
ソ
コ
ン
設
置

台
数
は
。

Ａ　

公
民
館
も
生
涯
学
習
、
社
会
教

育
の
拠
点
と
し
て
、
地
区
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
地
域
づ
く
り
に
寄
与
し

て
い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
講
座
な
ど
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
図
書
館
へ
の
パ
ソ
コ
ン
設
置

は
中
央
図
書
館
に
４
台
、
狭
山
台
図

書
館
に
１
台
設
置
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

市
民
総
合
体
育
館
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
後
の
状
況
は
。
ま
た
、

学
校
医
の
体
制
と
診
療
報
酬
引
き
下

げ
に
伴
う
検
査
委
託
料
の
見
直
し
は
。

Ａ　

市
民
総
合
体
育
館
は
利
用
者
数

も
増
え
、
導
入
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
医
の
体
制
は
歯
科
医
を

全
体
で
６
人
減
に
し
、
検
査
委
託
料

は
検
尿
等
の
検
査
単
価
を
減
額
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

反
対
討
論　

猪
股　

嘉
直　

議
員

　

賛
成
討
論　

中
村　

正
義　

議
員

◆
訴
え
の
提
起

（
市
営
住
宅
の
明
け
渡
し
及
び
滞
納

家
賃
の
支
払
い
請
求
）

Ｑ　

市
営
住
宅
家
賃
の
滞
納
状
況
と

今
後
の
滞
納
家
賃
の
徴
収
方
針
は
。

Ａ　

滞
納
額
は
平
成
18
年
12
月
末
で

７
０
９
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。
引

き
続
き
、
連
帯
保
証
人
等
へ
の
納
付

指
導
な
ど
も
実
施
し
て
い
く
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
︵
入
間
地
区

内
︶

　

反
対
討
論

　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

議
員
提
出
議
案

◆
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

（
主
な
改
正
点　

常
任
委
員
会
委

員
の
任
期
を
１
年
か
ら
２
年
に
改
め

る
。）

　
　

提
出
議
員　

斉　

藤　

壮　

伍

◆
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

（
主
な
改
正
点　

委
員
会
提
出
の
議

案
手
続
き
を
新
た
に
定
め
る
。）

　
　

提
出
議
員　

斉　

藤　

壮　

伍
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